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【 具体例 】 【 回答団体一覧 】 （19団体、50音順）

• 岩井冨浦漁業協同組合
• 浦安三番瀬を大切にする会
• 江川漁業協同組合
• 公益社団法人 川崎港振興協会
• 木更津漁業協同組合
• NPO法人 行徳野鳥観察舎友の会
• 都漁連内湾釣漁協議会
• 一般財団法人 日本海洋レジャー安全・振興協会
• ハマの海を想う会
• 富津漁業協同組合
• 港区
• 港区、お台場海水浴実行委員会
• 港区、お台場海苔づくり実行委員会
• 港区、芝浦港南地区水辺フェスタ実行委員会
• 野外教育事業所ワンパク大学
• よこすかさかな祭り実行委員会
• 横浜市漁業協同組合 その他2団体

？

第二期の行動計画の期間において
増加傾向となることを期待

【 海辺の活動の内訳 】

（回数）

【 集計結果 】

参加者数 271,208 人
イベント数 502 回

【 アンケートフォーム 】

快適に水遊びができる東京湾に向けて、様々なイベントが実施されています。
水遊びイベントは海での活動に限定しているので、「海辺の活動」としてカウントしています。

東京湾再生のための行動計画
（第二期） とは
【快適に水遊びができ、「江戸前」をはじめ
多くの生物が生息する、親しみやすく美し
い「海」を取り戻し、首都圏にふさわしい
「東京湾」を創出する。】ことを目標として、
東京湾に関連する関係省庁及び地方自治
体からなる東京湾再生推進会議が平成25
年5月に策定した計画。計画期間は平成25
～34年度（2013～2022年度）までの10年間。

※ １つのイベントで複数の活動を行っている場合があります。

注）東京湾環境一斉調査報告書記載 9 団体を集計に含む

【 分類別イベント数 】

海辺の活動 474 回
環境学習 66 回

※ 「海辺の活動」と「環境学習」同時開催イベント38回

【 環境学習の内訳 】

（参加者数）

※ イベント数は１日を1回として集計

2016年度以降 潮干狩り参加者
約15万人が加わった

（回数） （参加者数）

※ １つのイベントで複数の活動を行っている場合があります。

【 年度ごとの推移 】

ハマの海を想う会 ハマエビ杯

潮干狩りや
生きもの捕りなど

イベントにおける
ペーパークラフトや

魚介類のお絵かきなど

自然観察会など

【 イベントの実施場所 】

泳ぎ方教室など
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